
資料２
※実績︓登録制の場合は登録者（応募者）数を記載
※達成率︓目標値を超過した場合、「100％」と記載

1 自主グループの
事業支援

高齢者卓球︓卓球を通して健康増進を図る。
気功教室︓気功を通して健康増進を図る。

カラオケ教室・うたごえひろば︓相互の交流を深める。
（休止中）

地域住民、市内在住、
在勤の高齢者

ボランティア 随時 ー ー

501人
(気功181人)

＋
(卓球320人)

ー 感染予防に留意しながら実施。地域高齢者に広く参加いただくのが課題。
カラオケ教室は新型コロナ感染拡大防止のため中止。

2 地域高齢者の交流会 老人会会員の交流を深める。 老人会（光明会）会員 老人会（光明会）
①4月5日
②7月8日
③1月24日

ー 各20人
①18人
②19人
③23人

①90％
②95％

 ③100％ お花見や高齢者のつどい、新年総会を通して地域交流ができた。

3 クロリティー交流会 ラジオ体操、クロリティー（輪投げ）を通して地域の
交流を図る。

地域高齢者 ー ー ー ー ー － 令和７年度は、未実施。

4 民踊教室 踊りの基礎を学び、心身の健康増進を図る。 鍵野　眞智子　氏
（まりの会）

土曜日
24回

8人
（登録制） 8人 ８人 100% おけいこに来ることで生活にはりがでるとの感想もあり、踊りを通して高齢者の健康増進に繋がってい

る。

5 民謡教室 日本の民謡を謡い、健康増進を図る。 浅田　正夫　氏
(三條会）

火曜日
23回

8人
（登録制）

８人 7人 87% 民謡を通して高齢者の健康増進に繋がっている。

6 いこいかふぇ お茶を飲みながら地域住民の交流を図る。 地域住民等 ボランティア 木曜日
年49回

ー 360人 572人 100% 住民の交流と共に安否確認にもつながっている。雨天時や盛夏の時はお休みの方もいるが、無理の
ない範囲で参加を呼びかけている。

7 いこい体操 いす体操を中心としたフレイル予防。健康増進を図る。 市内在住の高齢者 村上　雄紀　氏
（健康運動指導士）

水曜日
38回

30人
（登録制）

30人 25人 83% 令和7年度から１グループにし、月４回実施した。

8 ととのえ体操 体の歪みを整え、正しく体を動かし健康増進を図る。 市内在住の高齢者
井上　弘子　氏

(コンディショニングトレーナー、健康
運動指導士)

金曜日
18回

8人
（登録制）

8人 8人 100% 「体が軽くになり、動くのが楽」と好評である。

9 食生活改善教室 食生活の改善や栄養を学び、健康増進を図る。 市内外在住の高齢者 西宮友の会芦屋方面 9月30日 15人 15人 11人 73% 参加者からはわかりやすい内容と好評だった。
次年度も引き続き開催予定。

10 いこいシアター 地域交流と居場所作り 市内高齢者 上宮川文化センター

①7月29日
②8月26日
③9月9日

④10月14日

各回8人 各回5人

①6人
②5人
③5人
④7人

①100％
②100％
③100％
④100％

暑い時期に空調を利用し、熱中症対策も兼ねて実施。参加者から「楽しみにしている、ぜひ続けて
ほしい」との声をもらった。

達成率 実績と課題

市内在住、
在勤の高齢者等

定員 目標値 実績
（応募者）

令和7年度　事業実績

【民生事業】
No 事業名 目的・内容 対象者 講師・主催団体 実施年月
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11 健康講座
健康について学び，健康増進を図る。
①「うたって、笑って、元気になろう︕」
②「うたって、笑って、元気になろう︕第２弾」

市内外在住の高齢者
　

　水尻 真美香　　氏
①6月24日
②10月28日

①40人
②40人

①35人
②35人

①26人
②24人

①74%
②69% 参加者からは好評だった。

12 ふれあいフェスタ 地域住民の世代間交流を深める。 地域住民等 上宮川文化センター 2月28日 60人 50人 50人 100% 地域住民の世代間交流を深めた。

13 相談事業 生活に関わる各種の相談に応じるとともに、関係機関と
連携調整を図りながら、自立に向けた支援を行う。 地域住民等 上宮川文化センター 随時 ー ー ー ー 生活に関わる各種の相談に応じるとともに、関係機関と連携調整を図りながら、自立に向けた支援

を行った。

14 健康講演会 「認知症を正しく知ろう︕」 市内外在住
佐々木　誠　氏

(一般社団法人　日本認知症予
防協会　代表理事）

5月30日 50人 35人 42人 100% 幅広い年齢層（３０代〜）の参加があり、「わかりやすかった」と好評だった。

15 生活文化講座 手作り教室︓キャップオープナーを作ろう 市内在住の高齢者 西宮友の会芦屋方面 1月23日 8人程度 8人 8人 100% 実用的な物を手作りし、家でも作りたいと好評だった。

16 高齢者交流事業

ヴァイオリンの伴奏でうたい、楽しみながら交流を図る。
①「ヴァイオリン伴奏で歌いましょう︕」
②「ヴァイオリン伴奏で歌いましょう︕」
③音楽を通じて交流を図る「上宮川ふれあいコンサート」
④「ヴァイオリン伴奏で歌いましょう︕」
⑤寄席を楽しみ笑って免疫力を上げる
「いこい寄席」

市内外在住
①・②・④　原田　美加　氏

③　衣川　亮輔　氏
⑤　素人寄席てんてん

①7月16日
②10月29日
③12月24日
④1月30日
⑤3月24日

①20人
②20人
③100人
④20人
⑤50人

①10人
②12人
③80人
④12人
⑤30人

①16人
②16人
③52人
④13人
⑤38人

①100％
②100％
③65％
④100％
⑤100％

①・②・④　懐かしい歌を皆でうたい、講師の話が楽しいと毎回好評だった。
③　参加者も一緒に歌ったり、手拍子をしたり、会場が一体となって楽しんでいた。
⑤　参加者から「楽しかった」と好評だった。

※ 共通の課題としては、参加する人の固定化、高齢化。住宅については、人の入れ替わりがあり、地域住民の把握が難しくなってきている。

※実績︓登録制の場合は登録者（応募者）数を記載
※達成率︓目標値を超過した場合、「100％」と記載

1 パワーポイント「写真を使ってムービーを作ろう」
（午前）
2月18日
2月25日

6人
（登録制）

6人 6人 100% 写真、音楽を使いショートムービー作りから、インスタにアップできる容量にする方法を学ぶ。
※応募総数13人。

2 パワーポイント「写真を使ってムービーを作ろう」
（午前）
2月18日
2月25日

6人
（登録制）

6人 6人 100% ※応募総数９人で抽選となる。　当日キャンセル１人

3 女性のための家計に役立つエクセル講座
（午前）
3月18日
3月25日

6人
（登録制）

6人 6人 100% 簡単な家計簿作りから、串刺し計算などを用いて、よく使う関数を学ぶ。
※応募総数９人で抽選となる。

4 女性のための家計に役立つエクセル講座
（午前）
3月18日
3月25日

6人
（登録制）

6人 6人 100% ※応募総数９人で抽選となる。

※ パソコン教室の課題…①若い世代への周知②ワード・エクセルについて、内容のレベルアップ（初級から中級へ）

令和7年度　事業実績
【教育・啓発事業】

達成率 実績と課題

福井　冨美江　氏
（パソコンインストラクター）

No 事業名 目的・内容 対象者

市内在住
文字入力ができる初心者

パソコン教室

定員 目標値 実績
（応募者）

実施年月講師・主催団体
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映画　「邂逅」 5月29日
①午前②午後 各回150人 各105人

（210人)
①43人
②37人

①40％
②35％

映画　「高慢と偏見」 6月26日
①午前②午後 各回150人 各105人

（210人)
①29人
②51人

①27％
②48％

映画　「愛のアルバム」 10月23日
①午前②午後 各回150人 各105人

（210人)
①41人
②31人

①39％
②29％

映画　「裏窓」 11月27日
①午前②午後 各回150人 各105人

（210人)
①45人
②59人

①42％
②56％

映画　「アナウンサーたちの戦争　劇場版」 7月24日
①午前②午後 各回150人 各105人

（210人)
①35人
②44人

①33％
②41％

映画　「52ヘルツのクジラたち」 9月25日
①午前②午後 各回150人 各105人

（210人)
①61人
②79人

①58％
②75％

映画「ぼくとパパ、約束の週末」 12月4日
①午前②午後 各回150人 各105人

（210人)
①57人
②53人

①54％
②50％

7

①『変容する現代社会の部落差別』〜土地差別と市
場・ネット〜 阿久澤　麻理子　氏

（大阪公立大学都市経営研究
科　教授）

10月9日
13:30〜15:00

50人 35人 70人 100%

人権啓発事業を充実させるため、幅広い世代の市民に参加を求め、府県隣協のブロック別研修会
との合同開催となった。現代の差別が、「人」から「土地」へと変わっている様子を詳しく学ぶことができ
た。また、芦屋市職員人権研修と位置づけ、職員の人権意識改革とスキルアップの期待ができる内
容であった。

8 ②『現在も残る入居差別の実態』

金　サラン　氏
（関西学院大学職員）

北川　真児　氏
（一般社団法人ひょうご部落解
放・人権研究所　研究員、関西
学院大学職員非常勤講師）

2月12日
13:30〜15:00

50人 35人 40人 100%

10月開催の『土地差別』の学びから、実際に近隣で起こってしまった『入居差別』の当事者からの報
告と、サポートをされている方より、現代の部落差別の大きな特徴である『土地差別』についてのお話
を伺った。不動産業者への「人権啓発」がいかに必要かということを学ぶことができた。『情報流通プ
ラットフォーム対処法』や『部落差別解消推進法』にも触れ、人権教育・啓発の大切さが実感できる
内容であった。今回も府県隣協ブロック及び芦屋市職員人権研修との位置づけでの開催となった。

9 人権啓発展示会

常設
あらゆる人権問題パネル
・『部落差別解消推進法』
・『LGBT』他

市民 ー ー ー ー ー ー ー

10 歴史文化教室 地域の文化と暮らしを考える
〜地域の歴史から仕事・文化・食事〜

地域住民他 元上宮川文化センター職員
寺本　愼兒　氏

7月17日
13:30〜15:00

ー ー 26人 ー
地域の仕事・文化・食をテーマに歴史を学びながら、参加者からの質問を受け、皆で話し合う場がで
きた。若年層、中間層への参加呼びかけが課題である。
また、後世に残していくもの、継承していくものを明確にしていくことが課題である。

11 識字学級 読み書きの力を取り戻し、生活文化の向上を図る。 地域住民 西中　信也　氏
隣保館職員 月２回 5人 ー 17人 ー

個人レベルにあわせて文字の読み書き、脳トレなどを学習する。また不定期ではあるが、『識字だよ
り』の発行も行っている。日本語が話せるが、読み書きができない外国籍の方も識字学級で受け入
れる体制を整えた。

市民の居場所作りも含めて、さまざまな人権をテ－マとした映画会を開催。より多くの方の来館を目
指した作品選定が課題である。

実施年月 定員 目標値 実績
（応募者）

市民（特に高齢者）の居場所作りも含めて、世界の名作映画を上映した。
兵庫県映画センターの協力のもと、ニーズに応える映画を上映していく。

実績と課題達成率

6

ワンコインシタ－ 　　　　上宮川文化センター
（兵庫県映画センターと共催）

人権啓発講演会

事業名 目的・内容 対象者 講師・主催団体No

ヒュ－マンライツシアタ－

5

市民

上宮川文化センター

市民
関係団体

職員
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※実績︓登録制の場合は登録者（応募者）数を記載
※達成率︓目標値を超過した場合、「100％」と記載

1 おやこパーク 保護者同士の子育て交流及び親子の自由な遊び場とし
て、ホールに室内公園を作る。

乳幼児と保護者 夏休み
４回 各回20組 80組 77組 96% 夏休みの親子の遊び場として定着した。

今後も、夏休みのクールスポット事業として実施する。

2 グッピークラブ 乳幼児を持つ保護者同士が、親子で手遊びや歌遊びを
楽しみながら子育て交流を図る。

０歳児と保護者 火曜日
月３回

30組/年
（登録制）

30組 30組 100% 令和７度より、1年間の登録制にして実施。

3 うさぎクラブ 子育て交流及び親子体操、手遊びを通して親子のふれ
あいを深める。

１歳児と保護者 木曜日
月３回

30組/年
（登録制）

30組 29組 97% 令和７度より、1年間の登録制にして実施。30組の定員には達せず。
空き定員について、年間を通じて随時受付していく。

4 こぐまクラブ 歌遊びや自由遊びを通して、親子及び集団の中で子ども
同士の交流を深める。

２歳児と保護者 水曜日
月３回

30組/年
（登録制）

30組 21組 70% 令和７度より、1年間の登録制にして実施。30組の定員には達せず。
空き定員について、年間を通じて随時受付していく。

5 スキップクラブ 手先を使った様々な工作活動を通じて、児童の感性や
創造力を豊かにする。 小学１年生 水曜日

22回
12人

（登録制）

 
12人

 
11人

　
92％ 令和７年度より、１年生のみのクラスとして実施。

制作活動のため、単年で終わらずに、継続で事業の参加を促す。

6 ステップクラブ スキップクラブでの活動をより充実させ、細かな工作活動
を通じて、児童の感性や創造力を豊かにする。

小学２年生 金曜日
24回

12人
（登録制）

 
12人

 
11人

　
92％ 令和７年度より、２年生のみのクラスとして実施。

スキップクラブの継続事業として、今後もカリキュラムを充実させる。

7 シャインクラブ スキップクラブ、ステップクラブで積み上げた工作活動を通
じて、児童の感性や創造力を豊かにする。

小学３〜５年生 火曜日
24回

　
15人

　
15人

　
15人 100% 令和７年度より、３年生〜５年生を対象に、「シャインクラブ（旧ステップクラブ）」として実施。

今後も内容を充実させて実施する。

8 ジュニアクラブ 児童が笑顔になるよう、様々な遊び活動を通して児童の
健全育成を図る。

小学１〜３年生 火曜日
月１2回

15人
（登録制） 15人

　
15人 100% 仲間作りを中心に校区を超えて各種集団遊びを3グループに分けて実施。

月1回の遊び活動で友だち同士の交流を深める。

9 パソコンクラブ パソコンの基本操作と文字入力、プログラミングの基礎を
覚え、お絵描きやカードなとの作品を作る。

小学２〜３年生 福井　冨美江　氏
（パソコンインストラクター）

水曜日
２０回 10人 10人 ― ― 令和７年度は、パソコン設備整備のため未実施。

10 のびっこクラブ 運動遊びを通して、幼児の基礎体力と運動の力を養う。 幼稚園児
（年中・年長）

村上　雄紀　氏
（健康運動指導士）

金曜日
２0回

①年中12人
②年長12人
（登録制）

①年中12人
②年長12人

①年中13人
②年長12人

100％
100％

屋内で、運動遊びができる事業として好評。年長組のほとんどの参加者が年中からの継続。
今後も運動能力の向上に向けて年中、年長と続けての参加を促す。

11 チャレンジクラブ 幅広い運動遊びを通して、児童の体力増進及び運動能
力の向上を図る。

小学１〜６年生 村上　雄紀　氏
（健康運動指導士）

木曜日
20回

24人
（登録制） 24人 23人 96% 運動能力を高め、ボールに慣れる活動を重点的に実施。

継続して参加登録に繋げていくこと。

実績と課題実施年月 達成率定員 目標値 実績
（応募者）

事業名 講師・主催団体

令和7年度　事業実績

【児童センター事業】

目的・内容 対象者

上宮川文化センター
児童厚生員

No

上宮川文化センター
児童厚生員
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※実績︓登録制の場合は登録者（応募者）数を記載
※達成率︓目標値を超過した場合、「100％」と記載

　
木曜日

8回

　
各回20人

112人
(14人×8回) 76人 68%

木曜日
2回 各回12人

16人
(8人×2回) 16人 100%

13 体験教室 芸術、文化、運動、制作など体験活動を通じて、仲間づ
くり及び児童の健全育成を図る。

小学生 上宮川文化センター
児童厚生員 7月・3月 全61人 58人 61人 100% パズル作り、パソコンＴシャツ、ミニアレンジ教室を実施。

今後も参加者の声を聞きながら実施していく。

14 お話シアター 物語を通して、子どもの想像力と豊かな感性を育てる。 親子 清水　万裕子　氏
（ストーリープレーヤー） 8月 100人 70人 54人 77% 夏休み行事として親子を対象に開催。

涼しい中での催し物に親子54人が参加。次年度も継続し、参加者の増加を目指す。

15 映画会 映画会を通して、子どもの想像力と豊かな感性を育てる。
「ざんねんないきものじてん」

小学生・一般 上宮川文化センター
児童厚生員 3月 各回100人

（午前・午後） 140人 101人 72% 小学生に人気の映画を選定。さらに来館者が増えるよう、周知活動を充実する。

16 人形劇 人形劇を通して、子どもの想像力と豊かな感性を育てる。
「なめれおん」

親子 人形劇のねこじゃらし 8月 100人 70人 40人 57% 夏休み行事として、親子を対象に開催。親子40人が参加。
楽しい内容を企画して参加人数の増加を目指す。

17 ママのリフレッシュ講座 子育て中の保護者が体を動かすことにより、ストレスの軽
減及び心身のリフレッシュを図る。

子育て中の保護者 井上 弘子　氏
（コンディショニングトレーナー） 9月・10月・11月 各12人 25人 26人 100% 元気な体を維持していくために、肩こり、腰痛の改善を中心とした講話と実技を実施。

今後も母親の要望に沿った内容を取り入れていく。

18 みんなで考える子育て講座
子育てに関する様々なテーマをもとに保護者同士が意見
交換を交えながら学習する。

保護者 小野田　正美　氏
 （セルフワーク・アドバイザー） 11月 15人 10人 9人 90% 「子育てと親の自己肯定感を考える」をテーマに実施。

９人が参加し、お互いの悩みを出し合い、交流ができた。

19 子育てフリー相談 子育ての悩みや相談等、児童厚生員との個人面談を行
う。

０〜１８歳未満の子どもをもつ保護者 上宮川文化センター
児童厚生員 金曜日 1組 － 17組 ー 乳幼児の保護者だけでなく、小学生の保護者の利用もあり。

各関係機関との連携強化を継続的に行う。

20 サポートルーム
・乳幼児の発達支援及び、育児支援が必要な保護者に
対して開設。
・学習支援が必要な児童に対して開設。

要支援児童・保護者 上宮川文化センター
児童厚生員

・金曜日
・夏休み

・5組
・5人

－ － － 今後も必要に応じて、随時対応する体制を整える。

21 子育て講演会 「子どもと人権」をテーマに、子育て・教育について学習す
る。

保護者 南田　理恵　氏
（助産師） 2月 30人 21人 24人 100%

「０〜６歳のからだと心を守る性教育」をテーマに開催。家庭でできるやさしい関わりについて保護者
同士の意見交換を行った。
アンケートで集約した意見をもとに、今後の講演会の内容を検討する。

22 生活ミニ講座 生活リズムや体にやさしい食生活等をテーマに、子どもの
健康について考える。

保護者
西宮友の会
芦屋方面 10月 15人 10人 12人 100%

「子育て中でも簡単にチャレンジ︕時短家事と節約の工夫アレコレ」をテーマに開催。グループに分か
れて活発に意見交換を行った。
今後のテーマをアンケートより検討する。

No 事業名 目的・内容 対象者 講師・主催団体 実績と課題実施年月 定員 目標値 実績
（応募者） 達成率

令和７年度｢バドミントンひろば｣を２回実施。16名が参加。1年生〜6年生まで36名
が参加登録。
新規参加者と継続参加者の増加を目指す。12 卓球ひろば

バドミントンひろば
卓球、バドミントンを通じて子ども同士の交流の場とし、児
童の体力増進及び運動機能の向上を図る。

小学生 上宮川文化センター
児童厚生員

令和7年度　事業実績

【児童センター事業】
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